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新規光線力学療法候補化合物の用量比例性の検討
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【目的】がん治療における光線力学療法 (PhotodynamicTherapy,PDT)は腫療

親和性光感受性とレーザー光線による光化学反応を利用して行われる｡PDTは､

レーザー光線照射が可能な限局した腫癌を標的とし､使用範囲に制限のある局所

療法である｡現在臨床で用いられている腫癌親和性光感受性薬物としてはタラポ

ルフィンがある｡タラポルフィンは半減期が 140時間と長く､PDT施行後 2週間

は直射 日光を避けて生活しなければならず､患者の生活が制限される｡これらの

改善のため放射線等による PDT反応を誘導することで治療の拡大が期待される

CT101019a(C45H35N802Br,MW=799.73)が開発された｡本研究ではラットに

おける薬物動態パラメータを算出し､用量比例性を調べ､PDT治療薬タラポルフ

ィンと比較した｡

【方法】動物実験には 14週齢のWistar雄性ラット､体重 280-320gを用いた｡
CT101019aまたはタラポルフィン投与後､経時的に採血し､高速液体クロマ トグ

ラフィーにより血中 CT101019a濃度または血中タラポルフィン濃度を測定した｡

台形法によりAUCを算出し､パワーモデルにより用量比例性を検討 した｡各用量

における CT101019aおよびタラポルフィンの薬物動態パラメータをモーメン ト

法により算出し比較 した｡

【結果 ･考察】血中CT101019a濃度推移より､投与量とAUCは比例関係を示さ

ず､非線形の薬物動態を示す傾向が見られた｡CT101019aはタラポルフィンに比

べ半減期が短い傾向が認められた｡CT101019aは PDT施行後における患者の

QOLの改善する可能性があると考えられる｡


